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第 3期中期計画と取組・実績

（1）獣医学研究院・獣医学院・獣医学部
第 3 期中期計画 平成 28 年度の取組・実績 平成 29 年度の取組・実績

Ⅰ　大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

1．教育に関する目標を達成するための措置

（1）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置

・グローバルに活躍する
力，国際通用性を養う
ために，特に大学院課
程における授業科目の
英語化を推進する。

・大学院課程における修
学ポートフォリオの導
入・運用を実施する。

〈大学院〉
・博士課程 1 年次での必修科目としてアカデミッ

ク・イングリッシュを実施しており，英語による
授業の開講率は 50％以上を維持している。また，
アカデミックイングリッシュの授業終了後に各学
生の英語能力評価を行い，評価結果に応じて，
ウィークポイントを改善するためのフォローアッ
ププログラムを提供する体制を構築した。

・大学院博士課程における修学ポートフォリオシス
テム VetLog を構築し，平成 29 年 1 月より運用を
開始した。これにより，指導教員と学生間で研究
指導履歴等，修学に必要な情報の共有を図ってい
る。

〈大学院〉
・英語を母語とする教員を常置して，国際舞台で活

躍するための英語力を修得するために，少人数ク
ラスでの英会話や英語によるプレゼンテーション
能力を高めることを目的として，必修科目「アカ
デミック・イングリッシュ」を開講した。

・平成 29 年度開設した獣医学院では，大学院の 16
科 目 中，15 科 目 を 英 語 で 開 講 し た（ 実 施 率
93.8％）

・大学院課程・学士課程
授業のアクティブラー
ニング化を推進する。

・ICT を活用した自学自
習教育コンテンツ開発

（オープン教材開発を含
む），共同獣医学課程
VetPortal システムによ
る学習支援，スキルス
ラボの整備を拡充・推
進する。

・アカデミック・インテ
グリティの保証，高度
職業人倫理教育のため
に，大学院課程・学士
課程における研究倫理
教育，獣医倫理教育を
強化する。

〈研究科・学部〉
・参加型臨床実習（必修）の単位数を増加させ，ア

クティブラーニングの充実を図った。
・e- ラーニング室と e- ラーニングコンテンツの整

備・拡充により自学自習環境を向上させた。
・共同獣医学課程 VetPortal システムの拡充，なら

びにスキルスラボの整備と拡充により自学自習環
境を向上させた。

・共同獣医学課程 5 年次学生を対象に，獣医師職業
倫理の醸成を目的とする「獣医倫理」，「獣医法
規」，「動物福祉学」（いずれも必修科目）を開講し
た。

〈大学院〉
・大学院博士課程において，獣医科学基礎科目とし

て「動物実験倫理特論」を開講するとともに，平
成 29 年度より設置予定の獣医学院／国際感染症学
院における「研究倫理演習」を必修科目（1 年次）
とするカリキュラムを編成した。

〈研究院・学部〉
・共同獣医学課程「札幌基礎獣医学演習」（2 年次）

および「獣医倫理」（5 年次）において，アクティ
ブラーニングを導入・充実を図った。とくに，「獣
医倫理」は遠隔システムを用いて 2 大学間でディ
スカッションを実施する授業である。

・共同獣医学課程の最初の学生が卒業年次を迎えた
ため「課題研究論文発表会」を，遠隔授業システ
ムを用いて，2 大学合同で実施した。

・PC10 台を有する e- ラーニング室を増設し，自学
自習環境の充実を図った。

・北海道大学オープンエデュケーションセンターの
協力を得て，前臨床実習の実習手技および手術手
技を解説する映像コンテンツを 30 以上作成した。

〈大学院〉
・獣医学院において「研究倫理演習」を必修科目と

して開講し，国際舞台で活躍する研究者としての
倫理観や研究規範の教育を行った。

・博士課程学生のチームワークによる問題解決能力
を養成するためのワークショップを 2 回，ディ
ベートを 1 回開催した。ともに使用言語は英語で
ある。

・教育課程の一層の体系
化と学修成果の検証体
制の整備を推進すると
ともに，学生組織がカ
リキュラムや授業改善
に参画できる仕組みを
整備する。

・学修成果検証の一環と
して学士課程に共用試
験 CBT/OSCE を 導 入
する。

・ 教 育 課 程 を 実 質 的 に
クォーター化する。

〈研究科・学部〉
・共同獣医学課程の一層の体系化を図るために「未

来構想 WG」を設置してカリキュラム編成を改善
するための検討を開始した。

・授業科目アンケートを継続し，さらに学生からの
意見・要望等に対する適切な対応のために，科目
担当者が授業の改善項目等を含むフィードバック
コメントを作成して公表することを義務化した。

・5 年次学生を対象に，共用試験 CBT/OSCE の試行
試験を実施し（平成 28 年 6 月），平成 29 年 6 月か
らの正式導入に向けた問題点抽出，実施体制の整
備を行った。

・共同獣医学課程をクォーター化して実施した。

〈研究院・学部〉
・平成 29 年 6 月に獣医学共用試験 CBT/OSCE を本

格実施した。両試験とも，受験者は全員合格した。
・獣医学部におけるカリキュラムマップを作成した。

〈大学院〉
・獣医学院におけるカリキュラムマップを作成した。
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第 3 期中期計画 平成 28 年度の取組・実績 平成 29 年度の取組・実績

・JD，あるいはコチュテ
ル等の設置を目指し，
海外大学との教育連携
を推進する。

〈研究科・学部〉
・エジンバラ大学との学生交流，ならびに世界展開

力強化事業であるカセサート大学との単位互換学
生交流を継続実施した。

・コロラド州立大学との教育・研究連携，学生交流
を図るための折衝を行い，大学間交流協定を締結
した。

〈大学院〉
・アイルランドダブリン校との間で，教員と大学院

学生の交流プログラム（PhD student exchange 
program between UCD & HU）を継続実施し，大
学院生 3 名と教員 3 名を派遣した。

〈研究院・学部〉
・獣医学部 4・5 年生 10 名をエジンバラ大学に派遣

したが，そのうちの 5 名を新渡戸カレッジ生から
選んだ。2 週間の研修旅行で，大動物，小動物，
動物園動物，エキゾチックアニマルなどの動物臨
床，野生動物の管理と保全，産業動物の飼養と管
理，動物福祉などについて学び，異文化交流や英
語によるコミュニケーション交流の機会を得るこ
とができた。

・世界展開力事業によりカセサート大学との単位互
換学生交流を継続実施した。北大から 4 名を派遣
し，カセサート大学から 15 名を 3 ヶ月間受け入れ
た。本事業の事業補助期間は平成 29 年度で終了す
るが，平成 30 年度以降も自助努力により経費を確
保して継続することが，国際運営委員会で認めら
れた。

・平成 30 年度から，年間 5 名の学部学生を 2 週間ザ
ンビア大学に派遣して，日本に存在しない感染症
と野生動物に関する教育を行う計画を取りまとめ
た。

・コロラド州立大学への学生派遣について，平成 29
年度中に構想をまとめ，平成 30 年度より実施する
予定である。

〈大学院〉
・獣医学院とエジンバラ大学との間でコチュテルプ

ログラムに関する覚書を平成 30 年 3 月 21 日に締
結した。

（2）教育の実施体制等に関する目標

・高等教育研修センター
と連携し，共同獣医学
課 程 の FD/SD プ ロ グ
ラムを実施して教職員
の教育力・教育支援力
の高度化を推進する。

・英語を母語とする教員
を常置し，学生に加え
教職員向けの英語教育
FD を実施して英語能
力の向上を図る。

〈大学院〉
・博士課程教育リーディングプログラムで英語を母

国語としる教員の雇用を継続し，大学院学生に多
様な英語教育プログラムを提供した。

〈研究院・学部〉
・英語教育，国際的教育活動，特別修学支援，動物

実験等に関する FD を 4 回開催した。
・職員の英語能力向上のため，研究院外国人教員の

協力により，事務職員及び技術職員を対象とした
「英語クラス」を開講し，7 名の職員が受講した。

・共同獣医学課程の合同 FD を北大および帯広畜産
大学の教員が合宿形式で 1 泊 2 日で実施して，カ
リキュラムの改正，今後の共同教育の方針，
EAEVE 認証に向けての取り組みについて議論し
た（平成 30 年 3 月 18-19 日）

・英語を母国後とする教員により，タイ（4 名）お
よびエジンバラ（10 名）に派遣される学部学生の
英語事前教育を実施した。

〈大学院〉
・博士課程教育リーディングプログラムで英語を母

国語とする教員の雇用を継続し，大学院学生に
オーダーメイド形式の多様な英語教育プログラム
を提供した。

（3）学生への支援に関する目標

・大学院課程における修
学 メ ン タ ー 制 度 の 導
入，並びにキャリアパ
ス支援体制の強化によ
り，修学支援・キャリ
アパス支援を強化する。

・合同就職説明会等の就
職活動・キャリア支援
事業を充実させる。

〈大学院〉
・博士課程教育リーディングプログラムで，キャリ

アパスセミナー，およびキャリアパスラウンド
テーブルディスカッションを開催し，種々のキャ
リアパスの提示とソーシャルスキル向上訓練を通
じて，大学院学生のキャリアパス支援を継続した。

・大学院進学希望者を対象に，札幌および東京会場
において獣医学院／国際感染症学院の大学院進学
説明会を実施した。

〈研究科・学部〉
・4 年次〜6 年次学生を主な対象として，農林水産

省，各地方自治体等の人事担当者による「官公庁
合同就職説明会」を実施し，さらに動物病院や企
業等の就職説明会を多数実施して，就職活動・
キャリア支援を行った。

〈研究院・学部〉
・「官公庁合同就職説明会」を継続実施するととも

に，動物病院および企業の就職説明会を随時，継
続実施している。

〈大学院〉
・博士課程教育 LP 導入した，修学メンター制度，

キャリアパスセミナーをキャリアパスラウンド
テーブルディスカッションを開催し，種々のキャ
リアパスの提示とソーシャルスキル向上訓練を通
じて，大学院学生のキャリアパス支援を継続実施
している。
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第 3 期中期計画 平成 28 年度の取組・実績 平成 29 年度の取組・実績

・特別修学支援に関する
FD・SD 研修を実施す
る。

・特になし 〈研究院・学部〉
・平成 29 年 7 月 19 日に「特別修学支援に関する

FD 講演会（講師：北海道大学高等教育推進機構　
特別修学支援室　伊藤康弘氏）」を開催した。

（4）入学者選抜に関する目標を達成するための措置

・既存入試制度の検証と
アドミッション・ポリ
シーに基づく今後の入
試方針の検討・策定を
行うとともに，大学院
課程における国際化に
対応した入学者選抜方
法の改善を実施する。

・国費外国人留学生の優
先配置，博士課程リー
ディングプログラムの
外国人特別選抜等を利
用して優れた留学生の
積極的受入を継続・実
施する。

〈大学院〉
・大学院課程における国際化への対応策として入学

者選抜方法の改善を検討し，従来留学生に課して
いた外国語試験「日本語」を廃止して「英語」の
みとしたほか，平成 29 年 4 月以降の対応策とし
て，TOEFL 等外部試験のスコアの利用，私費外
国人留学生入試における渡日前実施／渡日前入学
許可の実現等を決定し，部分的に開始した。

・国費外国人留学生の優先配置，博士課程教育リー
ディングプログラムの外国人特別選抜を利用して
優れた留学生の積極的な受入実施を継続した。

・平成 30 年 4 月以降に大学院に入学する留学生に対
し，私費特待プログラム，JICA 人獣共通感染症対
策専門家養成プログラムを提供する準備を開始し
た。

〈大学院〉
・外国人特別選抜，私費外国人選選抜，国費外国人

留学生の優先配置を伴う特別プログラム等の留学
生選抜制度を効率化した。

・国費及び私費外国人に対して渡日前に大学院入学
者選考の道を拓く目的で導入を決定していた外部
英語試験（TOEFL など）について具体的な検討
を行い，応募資格となる基準点の設定，英語を母
語とする受験生に対する免除規程を定めて HP 等
により公表し，H31 年度入学者選考からの部分導
入および H32 年度入学者選抜からの完全導入の準
備を整えた。

・「One Health に貢献する獣医科学ネットワーク拡
充に向けた研究者養成プログラムが，2017 年度国
費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム
として採択され，H30 年度入学者から 3 年間，6
名枠を確保した。

・北海道大学と JICA の間で「健康危機対応能力強
化に向けた感染症対策グローバルリーダー育成プ
ログラム」が締結され，平成 29 年 11 月から学生
の受け入れを開始した。まずは，平成 30 年 4 月に
大学院入学予定の留学生 5 名を受け入れた。本プ
ログラムは 10 年間継続予定である。

2．研究に関する目標

（1）研究水準及び研究の成果等に関する目標

・人獣共通感染症グロー
バルステーションの研
究活動を一層推進して
感染症分野における世
界 ト ッ プ レ ベ ル の 研
究・教育を進める。

・他部局，GI-CoRE 等全
学組織と連携した検討
を行い，部局横断型研
究 プ ロ ジ ェ ク ト の 形
成・参画を推進する。

・全学の支援組織，URA
職を活用し，大型研究
プロジェクトの企画と
資金の獲得を目指す。

〈研究科・学部〉
・大学院獣医学研究科の改組により，学院・研究院

化を実施し，獣医学院，ならびに国際感染症学院
の平成 29 年 4 月設置を決定した。

・JICA-JST による地球規模課題対応国際科学技術協
力プログラムを開始し，本学の工学，理学，地球
環境，保健，情報，農学各分野の研究者と部局横
断型研究プロジェクトを推進している。

・先端研究基盤共用促進事業について，本学 URA
を活用し，文部科学省への申請を行い採択され
た。また本申請では本学アイソトープセンターと
の連携も図り，施設間のネットワークを構築する
共用プラットフォームの構築を行った。

〈研究院・学部〉
・鳥インフルエンザの検査機関として OIE（国際獣

疫事務局）レファレンスラボラトリーとして指定
されている獣医学研究院と人獣共通感染症リサー
チセンターの教員らで構成されるチームが，2017
年に検査や試験の技術能力を証明する国際規格で
ある「ISO17025」の認定を北海道大学で初めて取
得した。

・文部科学省・先端研究基盤共用促進事業が採択さ
れ，獣医学研究院とアイソトープセンターを中心
とする One Health オープンファシリティーユニッ
トが開設され，学内リソースの共同利用化を進め
た。

・研究拠点形成事業（ア
ジア・アフリカ型）を
発展させたネットワー
クの形成と研究を推進
する。

〈研究科・学部〉
・研究基盤形成事業によるエジプトでの国際シンポ

ジウムを主催し，ネットワーク形成と研究推進を
行った。

〈研究院・学部〉
・研究拠点形成事業により，ナイジェリアにて国際

シンポジウムを開催し，ネットワーク形成と共同
研究の推進を行った。

・研究拠点形成事業の拠点国から外国人招へい教員
を招へいし，本学の教育及び研究の推進にあたっ
た。また国費留学生の受け入れを行った。

〈大学院〉
・環境毒性学をテーマとして掲げる研究拠点形成事

業にかかる教育について，あらたに大学院共通授
業科目を開講した。
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第 3 期中期計画 平成 28 年度の取組・実績 平成 29 年度の取組・実績

・若手教員に対する学外
研修を支援する仕組み
を構築する。

〈研究科・学部〉
・博士課程教育リーディングプログラムや世界展開

力強化事業，エジンバラ大学との学生交流におけ
る引率教員としての派遣を活用し，若手教員の海
外研修を積極的に行った。

〈研究院・学部〉
・同窓生の寄附を財源とした「Gen Kato Fund」に

ついて運営委員会を設置し，臨床獣医科学の振興
を促進する事業として，コロラド州立大学獣医生
命学部へ学生及び若手教員を派遣する制度を創設
し， 平 成 29 年 12 月 に 若 手 研 究 者 3 名（ 助 教 1
名，研修獣医師 1 名，大学院生 1 名）を派遣した。

・博士課程教育リーディ
ングプログラムで構築
した国内外インターン
シップの単位化の継続
とキャリアパス支援委
員会のキャリアパス支
援強化により，国際的
なキャリアパス形成支
援を推進する。

〈大学院〉
・博士課程教育リーディングプログラムの支援によ

り，海外インターンシップに 21 名，国内インター
ンシップに 5 名，海外実践疫学演習／共同研究演
習に 25 名をそれぞれ派遣して，国際経験の涵養と
就労経験の蓄積を支援した。

〈大学院〉
・博士課程教育リーディングプログラムの支援によ

り，海外インターンシップに 26 名，海外実践疫学
演習／共同研究演習に 10 名，その他の海外派遣と
して 26 名を海外に派遣し，国際経験の涵養と就労
経験の蓄積を支援した。

（2）研究実施体制等に関する目標

・研究院内研究強化戦略
タスクフォースの拡充に
より，全学の支援組織，
URA 職を活用し，大型
研究プロジェクトの企画
と資金の獲得を行う。

〈研究科・学部〉
・URA の支援の下，先端研究基盤共用促進事業への

応募を行い採択された。

〈研究院・学部〉
・文部科学省・先端研究基盤共用促進事業が採択さ

れ，獣医学研究院とアイソトープセンターを中心
とする One Health オープンファシリティーユニッ
トが開設され，学内リソースの共同利用化を進め
た。

・技術支援員の雇用を含
む共通機器委員会の機
能強化を図り，研究院
内研究設備，オープン
ファシリティの活用を
推進する。

〈研究科・学部〉
・技術支援員の雇用強化とともに，本研究科におけ

る先端機器の共有化・オープンファシリティ化を
図るため，文部科学省へ先端研究基盤共用促進事
業を申請し採択された。

〈研究院・学部〉
・文部科学省・先端研究基盤共用促進事業により共

同利用実験室を新設し，化学物質分析のプラット
フォームを新たに構築した。

・技術支援員を雇用し，共通機器の運用を強化した。
・予約システムを新たに構築し，また全学のオープ

ンファシリティシステムとの協調を行い，共通機
器のオープンファシリティ化を推進した。

3．社会との連携や社会貢献及び地域を指向した教育・研究に関する目標

・ 国 際 学 術 雑 誌 JJVR
（Japanese Journal of 
Veterinary Research）
の HUSCAP に よ る 公
開 を 継 続 す る と と も
に，JJVR の編集・投稿
受付体制等を充実させ
る。

・動物医療センターにお
ける公開セミナー開催
を拡充し地域獣医療高
度化，市民啓蒙に貢献
する。

〈研究科・学部〉
・JJVR の HUSCUP での公開を継続し，他機関から

の引用回数が平成 27 年の 210,841 回から平成 28
年の 261,212 回へと顕著に増加した。

・JJVR の投稿数増加に対応するため，電子投稿シス
テム（エディトリアルマネージャー）を導入し，
編集作業を飛躍的に効率化させた。同時に投稿料
の改定による電子投稿システム維持経費確保，
カード決済の導入による海外からの投稿数の維持
と掲載論文数の増加（前年度比 1.5 倍）を実現し
た。

・開業獣医師を対象とした卒後教育セミナーを隔月
で開催し，地域獣医療の高度化に貢献した。ま
た，札幌市主催の動物愛護フェスティバルに参加
し，ペットの救命救急講座を実施して市民の啓蒙
に貢献した。

〈研究院・学部〉
・JJVR の掲載論文について HUSCUP での公開を継

続し，他機関からの照会回数は，平成 29 年度
（2017/04-2018/03）237130 件 で， 恒 常 的 に HUS-
CUP の JJVR は高頻度に閲覧されている。

・開業獣医師を対象とした卒後教育セミナーを隔月で
開催し，地域獣医療の高度化に貢献した。また，札
幌市主催の動物愛護フェスティバルに参加し，ペッ
トの救命救急講座を実施して市民の啓蒙に貢献した。

・「国際協力事業団（JICA）直轄技術協力プロジェ
クト（モンゴル国獣医・畜産分野人材育成能力強
化プロジェクト）」により，述べ 18 名の教員を短
期専門家として派遣，11 名のモンゴル人研修生を
2 から 6 ヶ月受け入れ，獣医畜産学分野の教育能
力強化と人材育成に努めた。

・平成 28 年度に締結した JICA と大学連携ボラン
ティア事業「モンゴル国　獣医・畜産分野調査研
究能力強化支援」により，1 名の長期ボランティ
ア，および 2 名の短期ボランティアを派遣し，獣
医病理および食品衛生分野の技術支援を行った。

・大学の世界展開力強化事業により，タイ・カセ
サート大学との間で 12 単位相当の単位互換を伴う
学士課程学生の派遣・受入を行った。15 名を 3 か
月間本学に受け入れ先進的な獣医療・研究を学ば
せるとともに，本学学生 4 名を 3 か月間派遣し，
野生動物・水産動物を対象としたタイ特有の獣医
療を習得させた。また，本事業で北大の教職員 6
名をタイに派遣，カセサート大学の教員のべ 12 名
を日本に招聘し，大学間の人材交流に務めた。

・自己財源によりタイ・チュラロンコン大学の学生
4 名を自主交換留学生として受け入れた。
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・諸機関との連携等によ
りタイ，モンゴル等ア
ジア諸国の獣医学分野
人材育成を支援し，そ
の技術力向上に貢献す
る。

〈研究科・学部〉
・JICA 国別研修により，モンゴル生命科学大学，モ

ンゴル中央獣医学研究所，ウランバートル市獣医
局から 12 名の研修生を受け入れて，モンゴルにお
ける獣医学教育の充実に資する人材の育成を行っ
た。

・JICA と大学連携ボランティア事業「モンゴル国　
獣医・畜産分野調査研究能力強化支援」を締結
し，本事業に則り，今後計画的に大学院学生を
JOCV 隊員としてモンゴルに派遣し，獣医学分野
の調査研究能力の強化を進める体制を整備した。

・JICA 直轄技術協力プロジェクト（モンゴル国　獣
医・畜産分野人材育成能力強化プロジェクト）を
支援するために，延べ 22 名の教員を短期専門家と
して派遣し，獣医学分野の人材育成に務めた。

・大学の世界展開力強化事業により，タイ・カセ
サート大学との間で学士課程学生の派遣・受入を
行った。20 名を 3 か月間本学に受け入れ先進的な
獣医療・研究を学ばせるとともに，本学学生 7 名
を 3 か月間派遣し，野生動物・水産動物を対象と
したタイ特有の獣医療を習得させた。また，自己
財源によりタイ・チュラロンコン大学の学生 5 名
を自主交換留学生として受け入れた。

〈研究院・学部〉
・「国際協力事業団（JICA）直轄技術協力プロジェ

クト（モンゴル国獣医・畜産分野人材育成能力強
化プロジェクト）」により，述べ 18 名の教員を短
期専門家として派遣，11 名のモンゴル人研修生を
2 から 6 ヶ月受け入れ，獣医畜産学分野の教育能
力強化と人材育成に努めた。

・平成 28 年度に締結した JICA と大学連携ボラン
ティア事業「モンゴル国　獣医・畜産分野調査研
究能力強化支援」により，1 名の長期ボランティ
ア，および 2 名の短期ボランティアを派遣し，獣
医病理および食品衛生分野の技術支援を行った。

・大学の世界展開力強化事業により，タイ・カセ
サート大学との間で 12 単位相当の単位互換を伴う
学士課程学生の派遣・受入を行った。15 名を 3 か
月間本学に受け入れ先進的な獣医療・研究を学ば
せるとともに，本学学生 4 名を 3 か月間派遣し，
野生動物・水産動物を対象としたタイ特有の獣医
療を習得させた。また，本事業で北大の教職員 6
名をタイに派遣，カセサート大学の教員のべ 12 名
を日本に招聘し，大学間の人材交流に務めた。

・自己財源によりタイ・チュラロンコン大学の学生
4 名を自主交換留学生として受け入れた。

・獣医標本施設と連携し
総合博物館の獣医系標
本について充実を図る。

〈研究科・学部〉
・標本施設運営委員会の主導のもとで，総合博物館

の獣医学部展示スペースを整備し，獣医学系標本
のアウトリーチ的展示を実施した。

〈研究院・学部〉
・斜里町知床博物館での特別展展示のために獣医学

部所蔵のライオン骨格標本を貸し出した。

・標津町との連携協定に
基づく教育・研究活動
を強化するとともに，
新たな道内地方自治体
等との連携協定を実現
する。

〈研究科・学部〉
・標津町との連携協定に基づき，「ヒグマの生態及び

保護管理に関する共同研究」，「野生動物学実習
（共同獣医学課程帯広畜産大学 4 年生 14 名）」，「生
産獣医療学実習（共同獣医学課程北海道大学 4 年
生 43 名）」，ならびに「釧路湖陵高校とのスーパー
サイエンスハイスクール（SSH）プログラム」を
実施するとともに，エジンバラ大学獣医学部学生
10 名と北海道大学獣医学部生 4 名が参加したサ
マー・インスティチュート「アドバンスト演習　
応用アドバンスド演習：野生動物医学」を実施し
た。

・札幌市円山動物園との連携・協働交流協定の締結
（平成 29 年 2 月）をした。

〈研究院・学部〉
・標津町との連携協定に基づき，「ヒグマの生態及び

保護管理に関する共同研究」，「野生動物学実習
（共同獣医学課程帯広畜産大学 4 年生 8 名）」なら
びに「生産獣医療学実習（共同獣医学課程北海道
大学 4 年生 43 名）」を実施した。生産獣医療学実
習においては標津町職員の協力により，NOSAI 道
東北部診療センターへの学生送迎を効率よく実施
できた。また，実習最終日に標津町内にある斃死
動物のレンダリング施設である北海ケミカルの職
員による講義を，標津町生涯学習センター「あす
ぱる」において実施した。「あすぱる」は標津町の
御好意により無料で使用させていただいた。

・北秋田市との連携協定に基づき，「ツキノワグマの
冬眠と繁殖に関する生理および代謝に関する研究」
ならびに「野生鳥獣の保全・管理に関する市民公
開講座および講演会」を実施した。

・平成 29 年 2 月に締結した札幌市円山動物園との連
携協定に基づき，8 月に連携協議会を設立すると
ともに，互いの理解を深め，連携の第一歩として
市民公開講座「科学する動物園－大学と動物園の
連携が開く未来」を開催し，約 180 名（市民参加
者 47 名，本学獣医学部及び帯広畜産大学の共同獣
医学課程の学生 87 名を含む）が参加した。
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4．その他の目標

（1）グローバル化に関する目標

・人獣共通感染症グロー
バルステーションの研
究活動を一層推進して
感染症分野における世
界 ト ッ プ レ ベ ル の 研
究・教育を推進する。

・GI-CoRE における新た
な グ ロ ー バ ル ス テ ー
ションとして「動物保
全環境科学グローバル
ステーション（仮称）」
の設置に向けた検討を
行う。

・人獣共通感染症グローバルステーションの研究活
動を教育に反映する教育組織として平成 29 年 4 月
に国際感染症学院を設置した。

・特になし

・博士課程リーディング
プログラムの海外支援
プログラムを活用して
大学院生の海外派遣を
積極的に進める。

・世界展開力強化事業の
継続実施や SI 科目の増
加を含む海外大学との
教 育・ 研 究 連 携 を 拡
充・推進する。

・英語を母語とする教員
を常置し，留学希望者
への英語トレーニング
支援体制を整備する。

〈研究科・学部〉
・大学の世界展開力強化事業により，タイ・カセ

サート大学との教育連携を実施し，20 名の学部学
生を受け入れ，7 名の学生を派遣した。派遣に際
しては，英語を母語とする教員により，英語教育
を実施した。

〈大学院〉
・博士課程教育リーディングプログラムにより，海

外インターンシップに 21 名，海外実践疫学演習／
共同研究演習に 25 名，国際学会等への派遣に 20
名，計 66 名の大学院学生を海外に派遣した。

〈研究院・学部〉
・大学の世界展開力強化事業により，タイ・カセ

サート大学との間で学士課程学生の派遣・受入を
行った。15 名を 3 か月間本学に受け入れ先進的な
獣医療・研究を学ばせるとともに，本学学生 4 名
を 3 か月間派遣し，野生動物・水産動物を対象と
したタイ特有の獣医療を習得させた。

・海外ラーニングサテライト「応用アドバンスト（1
単位）」または「短期現地実習（1 単位）」を活用
して，獣医学部 4・5 年生 10 名をエジンバラ大学
に派遣したが，そのうちの 5 名を新渡戸カレッジ
生から選んだ。2 週間の研修旅行で，大動物，小
動物，動物園動物，エキゾチックアニマルなどの
動物臨床，野生動物の管理と保全，産業動物の飼
養と管理，動物福祉などについて学び，異文化交
流や英語によるコミュニケーション交流の機会を
得ることができた。

・英語を母国後とする教員により，タイ（4 名）お
よびエジンバラ（10 名）に派遣される学部学生の
英語事前教育を実施した。

〈大学院〉
・博士課程教育リーディングプログラムの支援によ

り，海外インターンシップに 26 名，海外実践疫学
演習／共同研究演習に 10 名，その他の海外派遣と
して 26 名を海外に派遣し，国際経験の涵養と就労
経験の蓄積を支援した。

・学生の留学経費を支援
する体制を拡充する。

・学生の海外活動に伴う
リスク管理の FD・SD
を実施し，第 2 期に導
入した大学院生の海外
派遣に伴うリスク管理
を強化する。

〈大学院〉
・海外渡航時のリスク管理セミナーを開催し，大学

院学生の海外活動のリスク管理体制の見直しと強
化を行った。学部学生の海外派遣についても，保
険加入や引率教員の配置等，リスク管理を強化し
た。

〈研究院・学部〉
・学部学生の海外での学術活動に対し，旅費ならび

に滞在費として，学術交流基金から助成を行って
いる。

・海外危機管理保険に関する調査と安全管理マニュ
アルの作成を進めている。

─ 234 ─



第 3 期中期計画 平成 28 年度の取組・実績 平成 29 年度の取組・実績

Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標

1．組織運営の改善に関する目標

・ 研 究 院 長 の リ ー ダ ー
シップの下，執行会議
体制の拡充等により研
究院運営の一層の円滑
化，大学の方針・計画
の反映を推進する。

・外部有識者による運営
懇談会を設置し，研究
院・ 学 院 の 研 究， 教
育，診療業務の運営方
針に反映できる仕組み
を整備する。

・特になし 〈研究院・学部〉
・学院・研究院化に伴う組織運営の一層の円滑化を

図るため，組織運営委員会の定例化・活性化を行
なうとともに，研究院・獣医学院・国際感染症学
院の執行部による意見調整の場として連絡会を毎
月開催した。

・研究院等の組織運営，将来展望などに関する研究
院長・学院長の諮問事項に対して議論し，意見を
取り纏め答申する組織として，「研究院長・学院長
補佐」を設置した。

・共同獣医学課程における獣医学専門教育の改善と
国際通用性を高めるため，獣医学教育の質の保
証，質の改善に関する事項について利害関係者に
意見を求めることを目的として，共同獣医学課程
教育懇談会を平成 29 年 7 月に設置した。

・研究・教育推進のため
に研究院長の裁量によ
る経費の拡充，研究院
内資源の再配分を実施
する。

・特になし 〈研究院・学部〉
・現在使用中の遠隔授業システムの保守管理費が非

常に高額であるため（年間約 460 万円），新たな遠
隔授業システムを導入して保守管理費の低減を
図った（年間約 80 万円）。

〈大学院〉
・博士課程 3 年次以降（平成 32 年度以降）に実施す

る必修科目「海外インターンシップ」（海外機関で
の就労体験，フィールド調査，国際共同研究等）
における学生の留学支援を目的として，目的積立
金事業を開始した。

・年俸制，クロスアポイ
ント制度等の適用を促
進する。

・特になし ・特になし

・ 教 職 員 合 同 の 英 語
FD・SD 研修を実施す
る。

・特になし 〈研究院・学部〉
・平成 29 年 11 月 13 日に「教職員合同の英語 FD・

SD 講演会（講師：北海道大学大学院獣医学研究院　
特任助教　Michael Henshow 氏）」を開催した。

・教員候補者の選考にあ
たり，国際公募を原則
とし，可能な限り国内
外から広く優れた若手
人材を採用する。

・外国人教員（正規＋特
任）の積極的採用を実
施する。

・女性教員（正規＋特任）
の積極的採用を実施する。

〈研究科・学部〉
・すべての教員選考を原則的に国際公募で実施する

とともに外国人教員の採用を積極的に行った。平
成 28 年度は，准教授 2 名，助教 3 名（うち卓越研
究員制度助教 1 名，外国人テニュアトラック助教
1 名，ほか 1 名）及び特任教員 5 名（うち外国人
招へい教員 5 名）の計 10 名の教員を新たに採用し
た。

〈研究院・学部〉
・教員人件費 7.5％削減に伴う定員内教員採用凍結の

中，自己財源（動物病院収入）による特任教員採
用によって教員数の維持を行なうとともに，外国
人招へい教員制度による外国人教員の採用を積極
的に行った。（平成 29 年度は，病院特任助教 1
名，外国人招へい教員 9 名を新たに採用した。）

2．教育研究組織の見直しに関する目標

・教育研究組織機能強化
のために，獣医学研究
科の研究院化，並びに
獣医学院と国際感染症
学 院 の 新 設 を 実 施 す
る。（ 平 成 29 年 4 月 1
日改組・新設済）

〈大学院〉
・獣医学研究科を学院・研究院化し，獣医学院と国

際感染症学院の平成 29 年 4 月設置を決定した。

〈大学院〉
・設置済

3．事務等の効率化・合理化に関する目標

・各支援室組織の教育改
革・国際連携推進室へ
の一元化，並びに技術
室 組 織 の 見 直 し を 行
い，教育・研究支援体
制の合理的・効果的整
備を行う。

・特になし 〈研究院・学部〉
・教育改革室運営委員会を新たに設置し，教育改革

室の指揮系統と業務内容を整理を進めた。
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Ⅲ　財務内容の改善に関する目標

1．外部資金，寄附金その他の自己収入の増加に関する目標

・研究院内研究強化戦略
タスクフォース等の拡
充により，全学の支援
組 織，URA 職 と 連 携
し，大学院課程・学士
課程の研究・教育を強
化・発展させるために
自己資金獲得を図る。

・特になし 〈研究院・学部〉
・卓越大学院の申請にむけて，獣医学研究院と人獣

センターの教員から構成するワーキンググループ
を設置して，構想案の検討を進めた。応募に関し
て，研究院内の合意形成を図り，全学的な支援の
もと最終案の作成を進めている。

・動物医療センターにお
け る 診 療 ス タ ッ フ 増
員，診療料金の適正化
により収入増を図ると
ともに，ブランド商品
展開により，診療活動
広報を兼ねた自己収入
増を図る。

・学士課程における学生
の移動費，実習経費の
一部について適正な範
囲で自己負担を求める。

〈研究科・学部〉
・動物医療センター麻酔科に短時間勤務獣医師を 1

名雇用して 3 人体制とすることで，検査麻酔の円
滑な実施と検査数の増加による収入増を図った。
また，画像診断部門に専属の研修医を配置し，検
査の円滑な実施と検査数の増加による収入増を
図った。

・動物医療センターを主軸とする札幌市との教育・
研究，動物医療における連携・協働に関する検
討・協議を進め，獣医学研究科と札幌市円山動物
園との間の連携協定を締結した（平成 29 年 2 月）。

・共同獣医学課程における移動費・実習経費の一部
自己負担を決定し，平成 29 年度学生募集要項に，

「獣医学部に入学・進級する学生は，帯広畜産大学
（帯広市）における授業履修に必要な，移動費・宿
泊費等の一部が別途必要」である旨を記載した。

〈研究院・学部〉
・1 年次「帯広基礎獣医学演習」，「農畜産演習」の

集中授業に際し，帯広までの移動費，宿泊費の一
部の自己負担を求めた。

・総合研究棟内に北大生協購買部ならびに軽食堂を
設けるとともに，営業時間の延長を試験実施した。

・動物医療センターを主軸とする札幌市との教育・
研究，動物医療における連携・協働に関する検
討・協議を進め，獣医学研究科と札幌市円山動物
園との間の連携協定を締結した（平成 29 年 2 月）。

・同窓会，企業，地域市
民等に向けた募金活動
を 活 発 に 展 開 し， 教
育・研究と動物医療セ
ンターの活動支援に活
用する。

〈研究科・学部〉
・ホームページ，院内パンフレット，および同窓会

報などを通じて動物医療センター支援を呼びか
け，フロンティア基金による寄附金を募集し，そ
の一部を学外講師の招聘に活用した。

・同窓生寄附金を財源に，米国大学との臨床系教
育・研究連携を目的とした Gen Kato Fund を設立
することとした。

〈研究院・学部〉
・ホームページ，院内パンフレット，および同窓会

報などを通じて動物医療センター支援を呼びか
け，フロンティア基金による寄附金を募集し，そ
の一部を学外講師の招聘に活用した。

・同窓生寄附金を財源に，コロラド州立大学（CSU）
との臨床系教育・研究連携を目的とした Gen Kato 
Fund を設立し，本基金を財源として臨床系教員・
大学院生および研修獣医師を CSU に派遣し，交流
を図った。

2．経費の抑制に関する目標

・ICT 化を活用した会議
等により，ペーパーレ
ス化を推進する。

・教授会や講座主任会議など，主要会議において電
子ペーパーによるペーパーレス化を推進した。

・該当なし

Ⅳ　自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標

1．評価の充実に関する目標

・年報により自己点検・
評価を実施（毎年度）
するとともに，中間評
価・外部評価を実施す
る。

・点検評価委員会等，自
己点検・評価体制の強
化により点検・評価の
実施と年度評価結果の
フォローアップ体制を
整備し実施する。

〈研究院・学院〉
・点検評価委員会の主導により平成 26 年度〜平成

27 年度の研究科年報を作成し，点検評価委員会，
ならびに教授会での概評報告を経て全教職員に周
知した。

〈研究院・学部〉
・教室研究業績など，研究院内の評価資料をファイ

ル共有ストレージ（Proself）に一元化して収集及
び蓄積することとし，第 3 期中期計画期間におけ
る研究院年報の作成及び自己点検・外部評価を見
据えた体制を整備した。

・ 平 成 29 年 7 月 に 欧 州 獣 医 学 教 育 確 立 協 会
（EAEVE）による北大・帯広畜産大学共同獣医学
課程が実施する獣医学教育の国際認証を受けるた
めの事前公式診断を受けた。3 つの主要欠陥事項

（Major deficinecy）と 8 つの非主要欠陥事項（Mi-
nor deficinecy）の指摘を受けたが，審査委員から
これらの指摘は対応が難しくないことから，速や
かに対応して本審査を受けるよう助言された。指
摘事項を改善し，平成 31 年 6 ないし 7 月に本審査
を受ける予定である。

─ 236 ─



第 3 期中期計画 平成 28 年度の取組・実績 平成 29 年度の取組・実績

2．情報公開や情報発信等の推進に関する目標

・編集体制強化と電子投
稿 シ ス テ ム 確 立 に よ
り，国際学術雑誌 JJVR

（Japanese Journal of 
Veterinary Research）
の投稿数・受理論文数
と IF 値を増加させる。

・研究院・学院・学部・
動物医療センターホー
ムページの拡充により
研究・教育活動の広報
と同窓会等による支援
体制の構築を図る。

〈研究科・学部〉
・電子投稿システム導入，編集体制の強化により

JJVR の投稿数・掲載数を図り，平成 27 年（2015
年）の投稿数 96 編，掲載数 20 編に対し，平成 28
年（2016 年）は投稿数 82 編，掲載数 32 編と掲載
数を 1.5 倍に増加させた。

・JJVR の HUSCUP での公開を継続し，海外を含む
他機関からの引用回数を平成 27 年の 210,841 回か
ら平成 28 年の 261,212 回へと顕著に増加させた。

・研究科，学部，動物医療センターの各ホームペー
ジの整備・拡充を図ったほか，獣医学院／国際感
染症学院の平成 29 年 4 月設置にともない，それぞ
れのホームページを新たに作成した。

〈研究院・学部〉
・JJVR は元来，国際標準の論文採択システムである

Peer レビュー（同じ分野の研究者（peer）による
第三者評価）を採用しているが，投稿数の増加に
ともなって，広い学問分野の投稿論文に対応する
ために，論文担当編集者（Editorial Board）の刷
新を行い，平成 28 年度は学外編集者が全体の
5.6％（全 52 名編集者中 3 名が北大外）で学術分
野の細目が 16 分野あったのが，平成 29 年度には
編集者全体の 27％（全 41 名編集者 11 名が北大
外）となり，31 分野を網羅する事が可能となっ
た。これにより広範な専門分野の視点で査読や採
択などの編集作業が可能となった。H28 年度の論
文投稿数 82 編で，受理数は 16 編であったのに対
し，平成 29 年度は論文投稿数 104 編，受理数は
23 編と両者とも増加し，トムソンロイター社のイ
ンパクトファクターは平成 28 年度 0.203（過去 5
年平均は 0.243）だったのに対して，平成 29 年度
0.703（過去 5 年平均は 0.720）まで飛躍的に上昇し
た。

Ⅴ　その他業務運営に関する重要目標

1．施設設備の整備・活用等に関する目標

・第 2 期に設置した共同
獣医学課程を，より効
率的・効果的な教育体
制とする学生年次移動

（ブロック移動）プラン
に伴う講義・実習棟，
ドミトリーの整備計画
を進める。

・北キャンパス整備の一
環として研究院本館北
側地域の整備計画を推
進する。

・特になし ・特になし

2．情報環境整備等に関する目標

・独自の教務ポータルサ
イト Vet Portal と自学
自習支援 Glexa プラッ
トフォームの統合を進
め学生の学習支援を強
化する。

〈研究科・学部〉
・Glexa プラットフォームによるビデオコンテン

ツ，バーチャルスライド，術野システム等，ICT
コンテンツ 5 件を新たに作製・配信し，自主学習
支援環境を強化した。

・共同獣医学課程の教務ポータルサイト VetPortal
の運用を継続するとともに，新たに大学院博士課
程学生の修学支援ポートフォリオシステムとして
VetLog を開設し，運用を開始した（平成 29 年 1
月）。

〈研究院・学部〉
・北海道大学オープンエデュケーションセンターの

協力を得て，前臨床実習の実習手技および手術手
技を解説する映像コンテンツを 30 以上作成した。

・Glexa 有効活用を推進するための FD を開催する
とともに，ユーザーマニュアルを作成した。

・教育・研究推進のため
に研究院全施設に LAN
アクセスポイントを拡
充し，ネットワーク環
境を整備する。

〈研究科・学部〉
・研究科内共用スペースの無線 LAN アクセスポイ

ント設置を推進し，講義室，演習室，会議室，ロ
ビー，図書室，実習室など，研究科施設のほぼ全
ての共用スペースで無線 LAN によるネットワー
クへのアクセスを可能とした。

〈研究院・学部〉
・新規遠隔授業システムの導入に伴い，研究院長

室，共同利用室，病院カンファレンスルーム，お
よび大学院演習室（418 室）にテレビ会議システ
ムを設置した（平成 30 年 3 月 26 日設置）。

3．安全管理に関する目標

・全学支援の下でリスク
マネジメント教育を充
実させる。

〈研究科・学部〉
・学生の海外渡航時のリスク管理セミナーや情報セ

キュリティなど，リスク管理に関する FD を実施
するとともに，学生，教職員の事故報告様式等の
整備，附属動物病院におけるヒヤリハット報告体
制の整備を実施した。

〈研究院・学部〉
・研究院施設における，安全，バイオセキュリ

ティ，動物福祉などの獣医学教育の欧州基準を満
たすため，安全サイン，アイウォッシュ，救急
箱，AED の設置の設置及び充実を行なった。
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・全学マネジメントの下
で，教職員と学生の教
育・研究の場における
安全教育を充実させる。

〈研究科・学部〉
・学生の海外渡航時のリスク管理セミナーや情報セ

キュリティなど，リスク管理に関する FD を実施
するとともに，学生，教職員の事故報告様式等の
整備，附属動物病院におけるヒヤリハット報告体
制の整備を実施した。

・安全巡視を，従来の獣医ブロック担当の衛生管理
者によるものから，全学の衛生管理者による巡視
とし，より頻繁かつ定期的な巡視による確実なリ
スク管理を行った。

・該当なし

4．法令遵守等に関する目標

・e ラーニングシステム
受 講，FD・SD の 開 催
により教職員に対し研
究倫理の徹底を図ると
ともに，研究倫理特論
の開講や FD・SD への
参加を通して学生の研
究倫理教育を推進する。

〈研究院・学部〉
・研究者倫理に関する FD 講演会，e- ラーニングに

よる全学の研究倫理講習の実施により学生，教職
員の研究倫理教育を実践した。

〈研究院・学部〉
・自学自習システム Glexa 有効活用を推進するため

の FD を開催するとともに，ユーザーマニュアル
を作成した。

・研究院における動物実験の適切な実施を目的とし
て，「動物実験 FD〜獣医学研究院における動物実
験のルールと実施状況，動物実験の社会的動向〜」
を開催した。

5．他大学等との連携に関する目標

・共同獣医学課程を継続
するとともに，その体
制・体系の抜本的改善
に向けて，年次進行に
ともなう学生移動（ブ
ロ ッ ク 移 動 ） と カ リ
キ ュ ラ ム・ 入 試 制 度
等，実質的な 80 名クラ
スでの教育体系・体制
整備の検討を進める。

・共同獣医学課程の教育
内 容・ 手 法， 教 育 体
制，施設・設備／学習
環境の改善・整備を進
め，獣医学教育の欧米
水準化を達成する。

〈研究科・学部〉
・帯広畜産大学との共同獣医学課程を継続した。
・帯広畜産大学と連携し，EAEVE 総会への参加，

ヘルシンキ大学獣医学部訪問を通して，今年度か
らの新たな SOP による EAEVE 認証に関する情報
を収集するとともに，ヘルシンキ大学より学部
長・副学部長を招き，共同獣医学課程の SER に関
する意見交換，ならびに非公式訪問調査を実施し
た。

・共同獣医学課程に新たに国際認証推進委員会を設
置し，平成 29 年 7 月に実施する EAEVE の公式事
前訪問調査（CV）への対応と準備を行った。

〈研究院・学部〉
・研究院施設における，安全，バイオセキュリ

ティ，動物福祉などの獣医学教育の欧州基準を満
たすため，安全サイン，アイウォッシュ，救急
箱，AED の設置の設置及び充実を行なった。

・ 平 成 29 年 7 月 に EAEVE の 公 式 事 前 訪 問 調 査
（CV）を受けた。その際に指摘された主要欠陥事
項（Major deficiency）に対応するため，外部有識
者および学生を含む共同獣医学課程懇談会を設置
して，ステークホルダーからの意見を質保証

（QA）に反映させる体制を構築した。また，学生
代表を教務，カリキュラム策定の場に委員として
加え，学生からの意見を教育実施に反映させる体
制を整えた。

・主要欠陥事項（Major deficiency）の一つである病
理解剖室の改修を平成 30 年 3 月末に終了した。

Ⅵ　部局独自の中期計画

・高水準の研究を推進す
るとともに，その発信
力を強化する。

〈研究科・学部〉
・獣医学研究科のウェブサイトを刷新し，平成 29 年

4 月より新たに研究業績を公開した。

〈研究院・学部〉
・「免疫チェックポイント阻害薬の開発」や「ダニ媒

介性脳炎ウイルスの新規な神経病原発現機構の発
見」など，最先端の研究成果について，プレスリ
リースの発信（平成 30 年 1 月現在：6 件）を積極
的に行なった。

・ 共 同 獣 医 学 課 程 の 体
制・体系の抜本的改善
に向けて，年次進行に
伴う学生移動（ブロッ
ク移動）とカリキュラム
や入試制度等の検討・
整備を進めるとともに，
実質的な 80 名クラスの
教育に必要な講義・実
習棟／ドミトリー等の
施設整備を計画する。

・特になし 〈研究院・学部〉
・共同獣医学課程開始後 6 年か経過し，第一期卒業

生を輩出することから，北大・帯広畜産大学で，
国際認証取得の必要事項，重複項目の見直し，学
生アンケートの結果などに配慮しつつカリキュラ
ムの改訂を進めている。

・研究・教育を充実推進
す る た め に，EU 基
準，AAALAC 基 準 を
満たした動物施設の整
備 を 実 施 す る と と も
に，これを活用した他
部局・機関との連携を
推進する。

〈研究科・学部〉
・平成 28 年度文部科学省施設整備事業で EU 基準，

AAALAC 基準を満たす獣医学研究科動物施設の
増築・改修工事が採択された。これを受け，これ
ら施設の設計，移設等に関する準備を行った。

〈研究院・学部〉
・平成 28 年度文部科学省施設整備事業で獣医学研究

院動物施設の増築・改修工事が行われた。これに
より，EU 基準および AAALAC 基準を満たした
動物施設での研究・教育が可能となった。
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第 3 期中期計画 平成 28 年度の取組・実績 平成 29 年度の取組・実績

・動物医療センター放射
線治療／画像診断部門
の診療・教育体制を強
化してアジア地域の基
幹研修施設とし，海外
獣医系大学との教育・
研究連携を推進する。

〈研究科・学部〉
・大学の世界展開力強化事業（日本とタイの獣医学

教育連携）においてカセサート大学獣医学部より
20 名，チュラロンコン大学獣医学部より 5 名の学
生を受け入れ，画像診断モダリティや放射線治療
装置を活用した診療への参加を通した教育連携を
実施した。

・JICA モンゴルプロジェクトにより，モンゴル生命
科学大学獣医学部の臨床系教員を短期間受入れ，
画像診断部門の研修を行った。

〈研究院・学部〉
・大学の世界展開力強化事業（日本とタイの獣医学

教育連携）においてカセサート大学獣医学部より
20 名，チュラロンコン大学獣医学部より 5 名の学
生を受け入れ，画像診断モダリティや放射線治療
装置を活用した診療への参加を通した教育連携を
実施した。

・ 国 際 学 術 雑 誌 JJVR
（Japanese Journal of 
Veterinary Research）
の編集体制を強化，電
子投稿システムを確立
し，投稿数・受理論文
数と IF 値の増加を図り
国際ジャーナルとして
の確固たる地位を築く。

〈研究科・学部〉
・電子投稿システムの導入，カード決済の導入等に

より編集作業を飛躍的に効率化させ，海外からの
投稿数の安定維持と掲載論文数の増加（前年度比
1.5 倍）を実現した。

・JJVR の HUSCUP での公開を継続し，海外を含む
他機関からの引用回数が平成 27 年の 210,841 回か
ら平成 28 年の 261,212 回へと顕著に増加した。

〈研究院・学部〉
・JJVR は元来，国際標準の論文採択システムである

Peer レビュー（同じ分野の研究者（peer）による
第三者評価）を採用しているが，投稿数の増加に
ともなって，広い学問分野の投稿論文に対応する
ために，論文担当編集者（Editorial Board）の刷
新を行い，平成 28 年度は学外編集者が全体の
5.6％（全 52 名編集者中 3 名が北大外）で学術分
野の細目が 16 分野あったのが，平成 29 年度には
編集者全体の 27％（全 41 名編集者 11 名が北大
外）となり，31 分野を網羅する事が可能となっ
た。これにより広範な専門分野の視点で査読や採
択などの編集作業が可能となった。H28 年度の論
文投稿数 82 編で，受理数は 16 編であったのに対
し，平成 29 年度は論文投稿数 104 編，受理数は
23 編と両者とも増加し，トムソンロイター社のイ
ンパクトファクターは平成 28 年度 0.203（過去 5
年平均は 0.243）だったのに対して，平成 29 年度
0.703（過去 5 年平均は 0.720）まで飛躍的に上昇し
た。
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（2）国際感染症学院
第 3 期中期計画 平成 29 年度の取組・実績

Ⅰ　大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

1．教育に関する目標を達成するための措置

（1）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置

・国際感染症学院（講義は全て英語で実施）
を開設し，感染症学及び関連領域における
高度な専門知識・技術を有し，それらを研
究に実践応用できる人材，One Health の
コンセプトの元で国際舞台でリーダーシッ
プを発揮できる人材を養成し，社会に輩出
する。

・平成 29 年 4 月より，本学の 4 つの基本理念の下，感染症学に関する広い視野，柔軟な
発想力・総合的な判断力を養い，我が国のみならず世界の感染症学の発展ならびに感染
症の制圧に寄与できる実践的な能力と指導力を備えた人材の育成を目的として国際感染
症学院を開学した。

・本学院では，学生個々の希望，専門性，将来の活動分野を考慮して，博士（獣医学）あ
るいは博士（感染症学）のいずれかを選択できる特色を有する。

・博士課程 1 年次学生に対して，感染症学及び関連領域の学術基盤を基礎として，感染症
学に関する高度な専門知識・技術を習得することや国際舞台で活躍するための英語力を
修得するために，「アカデミック・イングリッシュ」，「研究倫理演習」，獣医科学・感染
症学基礎科目群を開講し，講義等は全て（100％）英語で実施した。また学位の質保証
を目的として新学院で整備した資格審査（第 1 回）を年度末に実施した。

・大学院課程における修学ポートフォリオの
導入・運用を実施する。

・昨年度獣医学研究科で構築した修学ポートフォリオシステム VetLog の拡充・整備を継
続して行い，全ての学生に対して実質的な運用を行った。これにより，指導教員と学生
間で研究指導履歴等，修学に必要な情報の共有を図っている。

・大学院課程のアクティブラーニング化を推
進する。

・博士課程での種々の講義において，ディスカッションやプレゼンテーション等，双方向
的要素を組み入れた取り組みをして，アクティブラーニング化を推進した。

・アカデミック・インテグリティの保証，高
度職業人倫理教育のために，研究倫理教育
を強化する。

・国際舞台で活躍するための英語力を修得するために，少人数クラスでの英会話や英語に
よるプレゼンテーション能力を高めることを目的として，必修科目「アカデミック・イ
ングリッシュ」を開講した。また「研究倫理演習」を必修科目として開講し，国際舞台
で活躍する研究者としての倫理観や研究規範の醸成を行った。

・教育課程の一層の体系化と学修成果の検証
体制の整備を推進するとともに，学生組織
がカリキュラムや授業改善に参画できる仕
組みを整備する。

・国際感染症学院で取得可能な 2 つの学位（博士（獣医学）及び博士（感染症学））に応
じて，それぞれ履修科目が異なっており，博士課程 1 年次から，体系的に修得できるよ
うにカリキュラムを構築した。

・必修科目として，「アカデミックイングリッシュ」や獣医科学・感染症学基礎科目群や
感染症学コア科目Ⅰを，希望する学位に応じて，2 年次以降感染症学コア科目Ⅱ A 及び
Ⅱ B，海外インターンシップ A 及び B 等を設定した。なお，取得を希望する学位に関し
ては，学生と指導教員の協議により仮決定し（意向調査），第 2 回資格審査（2 年次末実
施予定）で決定する。それぞれの学位に応じたカリキュラムについては，今年度カリ
キュラムマップを作成した。

・体系的な教育課程と併せて，「人獣共通感染症対策専門特論」を必修科目として開講し
（2 年次），人獣共通感染症対策の専門家を養成する。

・授業内容等の改善を目指して，学院では全ての授業科目で授業アンケート（日本語版・
英語版を作成）を実施しており，担当教員へのフィードバックを実施している。

・学生代表（各年次 1 名）や若手教員を学院教務委員会及び学生委員会の構成員として加
え，教育課程や就学環境の整備・改善を目指す取り組みを開始した。

・（アセスメントポリシーについては来年度策定予定）

・GI-CoRE，並びに国際感染症学院の活動を
通じて海外大学との教育連携を推進して，
JD，DD 又はコチュテル等の設置を目指す。

・コチュテル（博士論文共同指導）による教育連携を目指して，アイルランド国立大学ダ
ブリン校やタイ・タマサート大学の担当者と会議や打ち合わせを実施した。

（2）教育の実施体制等に関する目標

・英語を母語とする教員を常置し，学生に加
え教職員向けの英語教育 FD を実施する

・国際感染症学院では，博士課程教育リーディングプログラムより継続して英語を母国語
とする教員を雇用し，大学院学生に多様な英語教育プログラムを提供した。

・平成 29 年 11 月 13 日に「教職員合同の英語 FD・SD 講演会（講師：北海道大学大学院
獣医学研究院　特任助教　Michael Henshow 氏）」を開催した。

（3）学生への支援に関する目標

・修学メンター制度の導入等により，修学支
援・キャリアパス支援を強化する。

・リサーチアドバイザー制度による所属研究室の枠を越えたきめ細かい博士論文研究の指
導体制に加えて，上級生や教員を構成員とした修学メンター制度を導入し，修学支援・
キャリアパス支援を強化した。

・特別修学支援に関する FD・SD 研修を実
施する。

・平成 29 年 7 月 19 日に「特別修学支援に関する FD 講演会（講師：北海道大学高等教育
推進機構　特別修学支援室　伊藤康弘氏）」を開催した。

─ 240 ─



第 3 期中期計画 平成 29 年度の取組・実績

（4）入学者選抜に関する目標を達成するための措置

・既存入試制度の検証とアドミッション・ポ
リシーに基づく今後の入試方針の検討・策
定を行うとともに，国際化に対応した入学
者選抜方法の改善を実施する。

・多様な学術的背景を持つ学生の受入を目指して，一般入試や社会人入試の他に，自学部
外特別選抜を実施して 1 名の入学者の受入を行った。

・国際化に対応した入学者選抜方法の導入を目指して，既存入試制度の見直しを検討し，
TOEFL 等外部試験のスコアの利用や海外オフィス，Skype 等を活用した渡日前入試の
導入等による留学生入試の改善・整備を行った。

・国費外国人留学生の優先配置，JICA 感染
症医学医療人材育成特別プログラムを利用
し，優れた外国人留学生を積極的に受け入
れる。

・今年度採択された国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム「One Health に貢
献する獣医科学ネットワーク拡充に向けた研究者養成プログラム」の選抜により，4 名
の留学生を受け入れ，また JICA 感染症医学医療人材育成特別プログラムの選抜によ
り，5 名の留学生を受け入れた。

4．その他の目標

（1）グローバル化に関する目標

・外部資金を活用して大学院生の海外派遣を
積極的に進める。

・特になし

・英語を母語とする教員を常置し，留学希望
者への英語トレーニング支援体制を整備す
る。

・英語を母語とする教員を常置して，国際舞台で活躍するための英語力を修得するため
に，少人数クラスでの英会話や英語によるプレゼンテーション能力を高めることを目的
として，必修科目「アカデミック・イングリッシュ」を開講した。

・GI-CoRE 参画海外大学との共同企画によ
る「サマー・インスティテュート」におい
て“Bioinformatics and Computational Bi-
ology”を開講する。

・GI-CoRE 参画海外大学との共同企画による「サマー・インスティテュート」において，
「Bioinformatics and Computational Biology」を開講した。

・学生の留学経費を支援する体制を拡充する。 ・博士課程 3 年次以降（平成 32 年度以降）に実施する必修科目「海外インターンシップ
A 及び B」（海外機関での就労体験，フィールド調査，国際共同研究等）における学生
の留学支援を目的として，目的積立金事業を開始した。

・学生の海外活動に伴うリスク管理の FD・
SD を実施し，第 2 期に導入した大学院生
の海外派遣にともなうリスク管理を強化す
る。

・特になし
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